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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

太陽系の惑星    ～地球と宇宙～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （聖光学院中） 

  



 

 

 

（1）   あ：365，い：1 

 

 

 

（2）太陽に近い惑星から順に，水星，金星，地球，火星，木星，土星，天王星，海王星と並んでいる（水
すい

・金
きん

・地
ち

・火
か

・

木
もく

・土
ど（っ）

・天
てん

・海
かい

と覚える）。 

 海王星 

 

 

 

（3）①～⑦の惑星はそれぞれ次の通りである。 

①：海王星。大気中のメタンの影響
えいきょう

で，地球から見ると青く見える。 

 

②：木星。横しまがある太陽系最大の惑星で，表面には巨大な大気のうずである大赤斑
だいせきはん

が見られる。 

 

③：土星。巨大
きょだい

ガス惑星の木星・土星と，巨大氷惑星の天王星・海王星はすべて環
わ

（リング）をもつが，くっきり

としたリングが形成されているのは土星である。 

 

④：天王星。地軸が軌道面
きどうめん

に対してほとんど横
よこ

倒
だお

しの状態で自転している。 

 

⑤：火星。地表が酸化鉄を多くふくむ土でおおわれているため赤く見える。 

 

⑥：金星。明け方東の空に見える金星を明けの明 星
みょうじょう

，夕方，西の空に見える金星をよいの明星という。内惑星の

ため，満ち欠けをし，地球から夜中に見えることはない。 

 

⑦：水星。太陽系最小の惑星であるが，密度は地球とほぼ変わらない（地球：5.52g/cm3，水星 5.43g/cm3）。 

 

（a）   ②：木星，⑤：火星，⑦：水星 

 

 

 

（b）表の Eが土星で，表より，土星の公転周期は 30年とわかる。この公転周期 30年のうち，約 15年に 1度，リン

グのほぼ真横に地球が位置するときがあり，このとき地球からリングが見えにくくなる。 

 （エ） 

 

 

 

（c）地球は地軸を公転面に垂直に立てた線に対して 23.4 度

傾
かたむ

けたまま自転しているため，北極や南極に近い地域

では，1日中太陽が沈まない日（白夜
びゃくや

）や，1日中太陽

が昇らない日（極
きょく

夜
や

）がある。 

北緯 66.6 度より北の地方（北極圏）では，夏に一日中

太陽の方を向くことになる地域があり，そういった地

域の夏では，夜になっても太陽がほとんど沈まない。 

 

 白夜 

 

 

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 

このあたりは

1日中太陽が

沈まない白夜
地軸

自転

このあたりは

1日中太陽が

昇らない極夜


